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OSSプロジェクトの持続可能性
| 昨今のデジタル社会において，プロジェクトの持続可
能性は重要なテーマ

| 多くの新興プロジェクトにとって，持続可能性の確保
や長期プロジェクト維持が課題となる
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• 持続可能なOSSプロジェクトの特徴は何か？
• プロジェクト維持にはどのように注力できるのか？



目的
| プロジェクトの持続可能性に関係する特徴を定量的に
明らかにする
• ソースコード，コーディングプロセス，プロジェクト品質

| ASFIに属していたプロジェクトを対象に，卒業したプ
ロジェクトと除籍されたプロジェクトの違いを分析
• ASFI（Apache Software Foundation Incubator）
- 持続可能なプロジェクトを作るための支援を行う団体

• 卒業
- 持続可能なプロジェクトとして認定されること

• 除籍
- 持続可能性が乏しいために支援の対象外となること

3



Research Question
| RQ1
• ASFIから卒業または除籍されたプロジェクトでメトリクスはど
のように異なっているか？
- 統計値での比較

| RQ2
• ASFIから卒業または除籍されたプロジェクトの軌跡はメトリク
ス沿って異なるか？
- 時系列での比較

| RQ3
• ASFIから卒業または除籍するかを決定づけるメトリクスにはど
のようなものがあるか？
- 回帰モデルのオッズ比などによる比較
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データセット
| GitHubに存在する236プロジェクト
• ASFIによる支援を受けたことがある，もしくは，現在受けてい
るプロジェクトをpodings.xmlから取得
- https://svn.apache.org/repos/asf/incubator/public/trunk/content/p
odlings.xml

• SVNリポジトリを所有するプロジェクトはリポジトリの特定が
できないため除外
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種類 プロジェクト数
ASFIを卒業 184
ASFIを除籍 34

利用したプロジェクト数

https://svn.apache.org/repos/asf/incubator/public/trunk/content/podlings.xml


手順
| リポジトリデータとメーリングアーカイブを利用し，
下記のツールにてメトリクスを計測
• tokei1，Rust tool2，Sokrates3

| 計測したメトリクスを用いて回帰モデルの構築
• 一般化線形回帰モデルと一般化線形混合効果モデル
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1. github.com/XAMPPRocky/tokei
2. https://zenodo.org/record/6374071 
3. https://www.sokrates.dev/
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RQ1：メトリクスごとの違い
• ほとんどのメトリクスで違いが見られた
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RQ2：プロジェクトごとの軌跡の違い

• ASFIを卒業するプロジェクトはアクティブな日数が多い
• 除籍されるプロジェクトはアクティブな日数が減少する傾向

• ASFIに属している期間が24ヶ月未満と以上での違い
（平均24ヶ月でASFIを除籍される）

属している期間が24ヶ月未満 属している期間が24ヶ月以上
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RQ2：プロジェクトごとの軌跡の違い

• ASFIを卒業するプロジェクトは開発者の数が多い
• 除籍されるプロジェクトは開発者の数が少ないため，
一人当たりの負担が大きい

開発者の数
開発者一人当たりのコミット数

開発者とファイル数の比率

増加傾向にある

ほとんど変化しない
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RQ3：プロジェクトごとの軌跡の違い
ポジティブな影響を与える因子 ネガティブな影響を与える因子



RQ3
| ポジティブな影響を持つ因子
• 開発者数，アクティブな日数，バグ修正コミット数や機能追加
コミット数

• 開発者数やバグ修正コミットの増加はプロジェクトの保守性を
向上させ持続可能性を高める

| ネガティブな影響を持つ因子
• 1コミットあたりの変更ファイル数，コードの重複割合，サイ
ズ（LOC）が大きいファイル数

• コードベース（やソースファイル）が複雑であるほど保守しに
くくなり持続可能性が低下する
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まとめ
| 目的
• OSSプロジェクトの持続可能性に影響する要因を定量的に明ら
かにする

| 貢献
• コード，プロセス，品質の観点から，プロジェクトの持続可能
性に関係する要因を明らかにした

• ASFIを卒業したプロジェクトと除籍されたプロジェクトの軌跡
の違いを明らかにした

• ASFIを卒業するプロジェクトの予測に影響する要因を明らかに
した
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Javaプロジェクトでの結果



| 一般化線形回帰モデルと一般化線形混合効果モデル
• 一般化モデルはバイナリ変数による影響を低減させる仕組みが
含まれている → ロジスティック回帰

• 一般化線形混合効果モデルは，観測データの個体差による影響
を考慮するためのモデル
- 通常，固定効果のみでの評価となるが，一般化線形混合効果モデルは変量効
果と呼ばれる項が追加され，非正規分布による影響などを軽減する

- 今回はプログラミング言語を変量効果として設定し，開発する製品の違いに
よる影響を低減している
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